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腸内細菌叢がなくなると，
攻撃的になる？
それでは，腸内細菌叢をなくしてし

まうようなことをしたら，攻撃性に変化
が生ずるのでしょうか。それを調べる
ために，生まれる前からアイソレーター
という特別な無菌環境で飼育されて
きた「無菌マウス」を用いて，攻撃行
動の研究が行われました4。無菌状態
で育ったマウスは，腸の中にも腸内細
菌叢が全く棲みついていない状態の
まま，成体になります。このような無
菌マウスの攻撃性を調べてみると，通
常の腸内細菌叢を持っている同じ系
統のマウスと比較して，攻撃行動を示
す個体の割合が増加していました。さ
らに，無菌マウスに通常マウスの腸内
細菌叢を移植すると，攻撃行動の昂進
を抑えることができました。ただし，そ
れは移植する時期が重要で，無菌マウ
スが生まれてすぐの時期や，性成熟前
の時期（生後6週齢）に腸内細菌叢
を移植すると攻撃性が低下するのに
対し，成体期（10週齢）になってから
移植をしても，攻撃行動は高いままで
した（図2）。つまり，攻撃性の脳腸
相関には敏感期のようなものが存在し
ていて，その時期までに腸内細菌叢が
存在しないと，攻撃性が昂進すると考
えられます。
　無菌マウスのように特別な環境で
飼育しなくても，腸内細菌叢をなくす
ことができる薬があります。それが抗
生物質です。抗生物質投与により攻
撃行動が変化することが，ショウジョウ
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　「腹が立つ」「腸
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が煮えくり返る」
「腹の虫がおさまらない」など，怒り
の表現にはなぜか，腹や腸が多く登
場します。もしかしたら，昔の人は
経験的に，腸の働きが怒りの感情と
関係することを，分かっていたので
しょうか。
　近年，さまざまな研究から，腸内
に棲みついている腸内細菌叢（腸内
フローラ）が，私たち自身の代謝や
生理応答に影響するだけでなく，実
は多くの行動特性（性格）にも影響
を与えうることが分かってきました。
それどころか，自閉スペクトラム症
やうつ病などの精神疾患にまで関与
することが示されてきています。本
稿では，腸内細菌叢と攻撃性の関係
について，これまでの知見から分か
ってきていることを紹介します。

攻撃性の高い個体と低い個体は，
腸内細菌叢に違いがある？
　腸内細菌叢とは，私たちの腸の中
に棲みついている約40兆個もの微
生物集団 1のことで，そこには500

～1000種類くらいの多様な微生物
が集まっています。この腸内細菌叢
の構成，つまり棲みついている微生
物の種類や割合は，誰一人全く同じ
人はいません。このような多様な腸
内細菌叢が，もしかしたら攻撃性の
個体差と関係するのではないか。そ
んな研究が行われてきています。
アメリカンピットブルテリアという犬
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種は，イヌの中では攻撃性が比較的高
い品種として知られています。ただ，
同じピットブルでも攻撃性の高い個体
もいれば，攻撃性の高くない個体も存
在します。このような攻撃性の個体
差に，腸内細菌叢が関与しているかを
調べるために，これらの個体の糞便か
ら腸内細菌叢解析（どんな種類の微
生物がどれくらいの割合ずつ存在する
か）を行ったところ，攻撃性の高い群
と低い群では腸内細菌叢の構成が異
なることが分かったのです2。
また，ジャンガリアンハムスターは，
季節により見た目や行動特性が変動
することが知られています。例えば，
日が長い夏には毛色が茶褐色（アグ
ーチ）なのが，日が短い冬には白くな
り，攻撃性も夏は比較的穏やかな性格
なのに対し，冬には攻撃的になります。
このような季節性攻撃性は，ジャンガ
リアンハムスターを飼育する日照時間
を変えることで生じさせることができ，
短日環境で飼育すると攻撃性が高くな
ります。このように日照時間を変えて
飼育したジャンガリアンハムスターは，
糞便中の腸内細菌叢の構成にも違い
が生じていることが分かりました。そ
れどころか，短日環境で飼育した個体
（攻撃高）に対し，長日環境で飼育し
た個体（攻撃低）の腸内細菌叢を移
植すると，攻撃性が低下することも分
かりました（図1）3。つまり，長日環
境で飼育された個体の腸内細菌叢に
は，攻撃性を低下させるような腸内細
菌が存在すると考えられるのです。
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バエやハムスター，マウスなどで報告
されてきています。ただし，必ずしも
抗生物質投与で攻撃性が増加するわ
けではなく，逆に攻撃性が低下すると
いう報告も存在しており，動物種や性
別，抗生物質の種類，抗生物質投与
の時期などによって，その影響は単純
ではないと言えそうです5～9。

ヒトの攻撃性と腸内細菌叢
ここまで，さまざまな動物において，
腸内細菌叢と攻撃性の関係性が示さ
れていることを見てきましたが，それ
では，私たちヒトの攻撃性と腸内細菌
叢の関係については，何か分かって
いるのでしょうか。現状として，ヒト
での知見はあまり存在していません
が，関連を示唆する研究も少しだけ存
在します。統合失調症患者を対象と
して，攻撃性の高い集団と高くない集
団に分けて糞便中の腸内細菌叢解析
を行った研究では，攻撃性の異なる集
団間で腸内細菌叢の構成に違いがあ
ることが示されました。とくに攻撃性
の高い集団ではPrevotella（プレボテ
ラ）属の細菌が多く存在し，攻撃性の

低い集団ではBlautia（ブラウティア）
属やBifidobacterium（ビフィドバクテ
リウム）属などの細菌が多く存在して
いました10。ちなみに，みなさん聞い
たことがあるであろうビフィズス菌は，
Bifidobacterium属に属する菌のことを
指します。さらに，攻撃性の高い集
団は，急性炎症応答に関わるC反応
性タンパク質（CRP）や炎症性サイ
トカインのTNFαが血中で増加して
おり，また腸内の酢酸や酪酸などの
短鎖脂肪酸の量にも違いが見つかり
ました。攻撃性高群と低群で差が見
られた腸内細菌は，それらの炎症マ
ーカーや短鎖脂肪酸量と相関関係を
示していたことから，腸内細菌叢は
免疫系の働きや，代謝産物としての
短鎖脂肪酸などに影響を与えること
で，攻撃性に影響する可能性が示さ
れています。

おわりに
これまで蓄積されてきている研究
から，攻撃性と腸内細菌叢には何ら
かの関係があると言って間違いなさ
そうです。ただ，多様な腸内細菌叢

の中のどの細菌が攻撃性に関わるの
かを見つけることができた研究は，
まだショウジョウバエに限られてい
ます。また，腸内細菌叢がどのよう
な作用機序を介して脳に作用するこ
とで攻撃性に影響を与えるのか，と
いう点については全く分かっていま
せん。私たちの研究室では，マウス
を用いてこれらの問いを明らかにす
るためのアプローチを進めています。
このような攻撃性に関わる脳腸相関
メカニズムを明らかにすることがで
きれば，将来的に，もしかしたらイ
ライラした気分を抑えてくれるよう
なサプリメントとかヨーグルトなど

の開発につながるかもしれません。
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図1 長日環境と短日環境で飼育されたハムスターの腸内細菌叢と
攻撃行動

図2 無菌マウスの攻撃性と腸内細菌叢移植の効果




